
「メコン連結性の強化」―域内の連結性の支援

第一の柱

「共に発展する」―メコン地域の経済成長の
ための投資や貿易を促進

第二の柱

「人間の安全保障及び環境の持続可能性の
確保」―自然災害、母子保健対策などの強化

第三の柱

月
21
日
、日
本
と
メ
コ
ン
地
域
諸
国

５
カ
国
の
代
表
が
一
堂
に
会
し
、東

京
都
内
で「
第
４
回
日
本
・
メ
コ
ン
地
域
諸

国
首
脳
会
議（
日
メ
コ
ン
首
脳
会
議
）」が

開
か
れ
た
。日
本
政
府
は
こ
の
会
議
の
成
果

と
し
て
、２
０
１
５
年
を
目
標
に
定
め
た
メ

コ
ン
地
域
に
対
す
る
新
た
な
協
力
指
針「
東

京
戦
略
２
０
１
２
」を
採
択
。メ
コ
ン
地
域

の
発
展
に
貢
献
す
る
主
要
イ
ン
フ
ラ
案
件

リ
ス
ト
を
提
示
し
た
ほ
か
、円
借
款
、無
償

資
金
協
力
、技
術
協
力
を
活
用
し
て
、２
０

１
３
年
度
か
ら
３
年
間
で
約
６
０
０
０
億
円

の
支
援
を
行
う
旨
を
表
明
し
た
。

メ
コ
ン
川
流
域
は
地
政
学
的
な
要
衝
に

あ
り
天
然
資
源
も
豊
富
。
教
育
水
準
も
比

較
的
高
く
、優
秀
な
労
働
力
が
存
在
し
て

い
る
。そ
の
た
め
、東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合

（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）の
中
で
も
潜
在
性
が
高
く
、

日
本
企
業
の
進
出
先
と
し
て
も
重
要
視
さ

れ
て
い
る
。
同
地
域
と
の
連
携
で
は
、中
国

を
含
む
メ
コ
ン
地
域
国
が
02
年
か
ら
大
メ
コ

ン
圏（
Ｇ
Ｍ
Ｓ
）首
脳
会
議
を
開
催
。イ
ン
フ

ラ
整
備
を
強
化
す
る
な
ど
影
響
力
を
高
め

て
き
た
の
に
対
し
、日
本
は
同
地
域
と
の
関

係
強
化
を
目
指
し
て
、09
年
か
ら「
日
メ
コ

ン
首
脳
会
議
」を
開
催
し
て
い
る
。

東
京
で
は
２
回
目
と
な
る
今
回
は
、野
田

佳
彦
内
閣
総
理
大
臣
を
は
じ
め
、カ
ン
ボ
ジ

ア
の
フ
ン
・
セ
ン
首
相
、ラ
オ
ス
の
ト
ン
シ

ン
・
タ
ン
マ
ヴ
ォ
ン
首
相
、ミ
ャ
ン
マ
ー
の
テ

イ
ン
・
セ
イ
ン
大
統
領
、タ
イ
の
イ
ン
ラ
ッ

ク
・
シ
ナ
ワ
ッ
ト
首
相
、ベ
ト
ナ
ム
の
グ
エ

ン
・
タ
ン
・
ズ
ン
首
相
の
５
カ
国
の
首
脳
が

出
席
し
た
。

「
東
京
戦
略
２
０
１
２
」は
09
年
に
発
表

さ
れ
た「
東
京
宣
言
」に
代
わ
る
も
の
で
、

4
メコン地域と
“つながる”ことで
日本も発展

ODAを知る

国際会議

①「
メ
コ
ン
連
結
性
を
強
化
す
る
」、②
投

資
や
貿
易
の
促
進
を
通
じ
て「
共
に
発
展

す
る
」、③「
人
間
の
安
全
保
障
及
び
環
境

の
持
続
可
能
性
を
確
保
す
る
」を
三
本
柱

と
し
て
い
る
。今
後
策
定
さ
れ
る
行
動
計
画

に
基
づ
き
、同
地
域
の
経
済
成
長
を
後
押

し
す
る
た
め
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
る
予

定
だ
。

「
東
京
戦
略
２
０
１
２
」は
、計
57
件
、総

額
約
２
兆
３
０
０
０
億
円
の
主
要
な
イ
ン
フ

ラ
案
件
リ
ス
ト
を
併
せ
て
提
示
し
た
点
が

特
徴
。高
速
道
路
や
港
湾
、発
電
所
と
い
っ

た
イ
ン
フ
ラ
開
発
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

ま
た「
開
発
の
三
角
地
帯
」と
呼
ば
れ
る

カ
ン
ボ
ジ
ア
、ラ
オ
ス
、ベ
ト
ナ
ム
の
開
発
の

遅
れ
た
地
域
に
対
し
て
は
、域
内
の
経
済

格
差
の
是
正
に
向
け
て
、メ
コ
ン
地
域
が
ア

ジ
ア
成
長
の
牽
引
役
と
な
る
よ
う
日
本
も

務
省
国
際
協
力
局
で
は
、Ｏ
Ｄ
Ａ
に

つ
い
て
国
民
の
理
解
を
深
め
て
も

ら
お
う
と
、
２
０
０
５
年
か
ら
「
Ｏ
Ｄ
Ａ
出

前
講
座
」を
実
施
し
て
い
る
。

　
こ
の
制
度
は
、
外
務
省
国
際
協
力
局
の

職
員
が
日
本
全
国
の
高
校
・
大
学
・
大

学
院
・
地
方
自
治
体（
国
際
交
流
協
会
）・

国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ（
非
政
府
組
織
）・
商
工

会
議
所
な
ど
を
訪
問
し
、Ｏ
Ｄ
Ａ
や
国
際

協
力
に
つ
い
て 

〝
出
前
講
座
〞
を
行
う
と
い

う
も
の
。テ
ー
マ
は
そ
の
都
度
、
訪
問
先
の

希
望
に
応
じ
て
決
定
し
て
い
る
。外
務
省
は

今
後
、こ
の「
Ｏ
Ｄ
Ａ
出
前
講
座
」を
さ
ら
に

推
進
し
て
い
く
考
え
だ
。

　
２
０
１
１
年
度
は
、
全
国
９
カ
所
で
30
回

に
わ
た
っ
て
実
施
し
て
い
る
。「
な
ぜ
国
際
協

力
を
す
る
の
か
」、「
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
政
策
に

つ
い
て
」、「
Ｏ
Ｄ
Ａ
と
気
候
変
動
」、「
カ
メ
ル

ー
ン
の
現
状
と
日
本
の
経
済
協
力
」な
ど
の

テ
ー
マ
を
通
じ
て
、Ｏ
Ｄ
Ａ
の
基
本
的
知
識

は
も
ち
ろ
ん
、
日
本
が
実
施
し
て
い
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
様
子
が
よ
く
分
か
る
写
真
や
デ

ー
タ
な
ど
を
ふ
ん
だ
ん
に
用
い
て
開
発
途
上

国
の
現
状
を
伝
え
て
い
る
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
日
本
の
経
済
状
況
が

悪
い
と
は
い
え
、Ｏ
Ｄ
Ａ
を
し
っ
か
り
継
続
す

る
こ
と
が
、
今
日
本
が
一
番
で
き
る
国
際

貢
献
だ
と
思
っ
た
」、「
各
国
の
事
情
な
ど

に
よ
り
考
え
方
や
方
針
が
異
な
り
、
問
題

解
決
の
難
し
さ
が
よ
く
理
解
で
き
た
」、

「
最
新
の
写
真
が
た
く
さ
ん
取
り
込
ま
れ
、

現
地
の
様
子
が
と
て
も
よ
く
分
か
っ
た
」、

「
ア
フ
リ
カ
に
力
を
入
れ
て
い
る
外
務
省
の

実
際
の
活
動
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
、
大

変
勉
強
に
な
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。

　「
Ｏ
Ｄ
Ａ
出
前
講
座
」
に
ご
関
心
の
あ
る

方
は
、
外
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
書

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
左
記
ま
で
送
付
し
て

く
だ
さ
い
。

外

支
援
を
行
っ
て
い
く
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、持
続
可
能
な
成
長
の
た
め
、水

資
源
管
理
を
含
む
環
境
・
気
候
変
動
や
食

料
安
全
保
障
、社
会
保
障
制
度
の
整
備
・
改

善
へ
の
取
り
組
み
も
支
援
す
る
と
表
明
。２

０
１
５
年
が「
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標（
Ｍ
Ｄ

Ｇ
ｓ
）」の
目
標
年
と
な
る
こ
と
か
ら
、メ
コ

ン
地
域
で
も
乳
幼
児
や
妊
産
婦
の
死
亡
率

低
下
、H
I
V
/
エ
イ
ズ
や
結
核
、マ
ラ
リ

ア
に
よ
る
死
亡
者
削
減
に
関
す
る
数
値
目

標
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

少
子
高
齢
化
や
長
引
く
デ
フ
レ
に
苦
し

む
日
本
経
済
の
回
復
の
た
め
に
は
、新
興
国

に
加
え
、地
理
的
に
も
近
い
ア
ジ
ア
の
成
長

力
を
取
り
込
む
こ
と
が
必
要
不
可
欠
。
日

本
は
メ
コ
ン
地
域
と
の
関
係
強
化
に
向
け

て
、新
た
な
行
動
計
画
の
策
定
、実
施
を
進

め
て
い
く
方
針
だ
。

大統領来日
日メコン首脳会議

ODA出前講座

外務省職員と
ODAについて学ぼう

ミャンマー大統領来日

円借款再開で
“最後のフロンティア”を開拓!

「ここが知りたい」
国際協力に関係する
いろんなトピックを
分かりやすく解説します！

野

■「東京戦略2012」の三本柱

に
向
け
た
全
体
的
な
道
筋
に
つ
い
て
合
意

し
て
い
る
。こ
れ
を
受
け
て
テ
イ
ン
・
セ
イ

ン
大
統
領
は
、「
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
民
の
開
発

と
改
革
の
努
力
に
非
常
に
資
す
る
も
の
で

あ
る
」と
、感
謝
の
意
を
示
し
て
い
る
。

　
両
国
は
今
後
よ
り
一
層
関
係
を
強
化

す
る
重
要
性
を
認
識
し
た
上
で
、日
本
は

防
災
、人
材
育
成
、投
資
・
二
国
間
貿
易

の
推
進
な
ど
の
分
野
に
お
い
て
協
力
を
し

て
い
く
方
針
を
再
確
認
し
た
。

　
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
家
元
首
の
来
日
は
実
に

28
年
ぶ
り
。
人
口
６
２
０
０
万
人
を
抱
え
、

天
然
資
源
も
豊
富
な
こ
と
か
ら「
最
後
の

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」と
し
て
国
際
社
会
か
ら
の

注
目
度
も
高
い
。
か
つ
て
ミ
ャ
ン
マ
ー
の

〝
ト
ッ
プ
ド
ナ
ー
〞
と
い
わ
れ
て
い
た
日

本
。
円
借
款
再
開
を
契
機
に
日
本
企
業

の
進
出
を
後
押
し
し
、ア
ジ
ア
に
お
け
る

日
本
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
向
上
を
目
指
し
て

い
く
。

田
佳
彦
内
閣
総
理
大
臣
は
４
月

21
日
、来
日
中
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
テ

イ
ン
・
セ
イ
ン
大
統
領
と
東
京
都
内
で
会

談
を
行
っ
た
。

　
野
田
総
理
は「
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
改
革
は

確
実
に
前
進
し
て
い
る
」と
述
べ
た
上
で
、

同
国
に
対
す
る
円
借
款
再
開
を
含
め
た

支
援
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
を
表
明
。工

業
団
地
の
開
発
が
予
定
さ
れ
て
い
る
ヤ
ン

ゴ
ン
郊
外
の「
テ
ィ
ラ
ワ
経
済
特
区
」の
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
に
協
力
す
る
覚
書
に

署
名
が
さ
れ
た
。

　
ま
た
、同
国
に
対
す
る
経
済
協
力
方
針

を
根
本
的
に
見
直
す
と
強
調
し
、①
少
数

民
族
を
含
む
国
民
の
生
活
向
上
、
②
人

材
の
能
力
向
上
、③
イ
ン
フ
ラ
や
制
度
の

整
備
を
柱
に
、よ
り
一
層
、幅
広
い
支
援

を
行
っ
て
い
く
考
え
を
示
し
た
。

　
円
借
款
の
再
開
に
当
た
っ
て
は
、日
本

政
府
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
延
滞
債
務
の
解
決

ミャンマーのテイン・セイン大統領と握手を交わす野田総理
（提供：内閣広報室）

■「ODA出前講座」については
外務省国際協力局政策課までお問い合わせください。

メコン地域5カ国の代表と野田総理（提供：内閣広報室）

ODA出前講座では、外務省職員がODAのさまざまなトピッ
クについて講義

〒100-8919　東京都千代田区霞が関2-2-1

TEL：03-3580-3311（代表）

FAX：03-5157-1861

Eメール：oda@mofa.go.jp

ミャンマー概要

ネーピードー

中国

インフラ案件の実施／日メコン経済産業協力イニシアテ
ィブ（MJ - C I）／アジア・カーゴ・ハイウェイ構想／
ASEANスマート・ネットワーク

マクロ経済の健全な発展／投資環境整備（中小企業
支援・電力供給など）／域内経済連携の促進／官民連
携促進／文化交流・観光促進／カンボジア・ラオス・ミャ
ンマー・ベトナムおよび「開発の三角地帯」の支援

防災分野／環境・気候変動（水資源管理を含む）／食
料安全保障・食品安全性向上／社会保障制度

http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/
oda/shimin/demae.html

外務省ホームページ

面積 ： 68万㎢
人口 ： 6,242万人（2011年：IMF推定値）
首都 ： ネーピードー
公用語 ： ミャンマー語
宗教 ： 仏教（90％）、キリスト教、回教ほか
主要産業 ： 農業
一人当たりGDP（国民総生産） ： 702ドル（2010年度：IMF推定）
経済成長率 ： 5.5％（2011年度、IMF推計）
通貨 ： チャット（Kyat）　1Kyat＝約8.18円（2012年4月現在）

ベトナム

タイ

カンボジア
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